
第２５回和歌山県花いっぱいコンクール 入賞者紹介⑩

職場・地域の部　優良賞　　古尾花の会

花づくりや花壇の管理は誰がどのように行っていますか

ご近所や関係者の反応はどうですか、またどのような交流が拡がっていますか

 約３００ｍの長さがある稲成川沿いの花壇です。１９９０年から当会が花植えや

手入れをしています。主になる花壇は、冬に「チューリップ」や「パンジー」の花

植えをします。花が終わった後は、黄花コスモスが生えてきます。花壇の中央部分

は「スイセン」「芝桜」などの宿根草を植えています。北寄りの花壇は、夏から秋

は「黄花コスモス」、５月頃は「ムシトリナデシコ」が黄色やピンクのラインを作

ります。ほぼ毎日、誰かが草引きをしています。

 夏から秋には「黄花街道」と呼ばれる長い花壇。今年【稲成⇐古尾フラワーライ

ン】の看板を立てました。終点の稲成側は「古尾を美しくする会」が担当していま

す。

 一年中綺麗な花を咲かせるよう、他の花グループと協力し合っています。


